会　議　記　録

高松市附属機関等の会議の公開および委員の公募に関する指針の規定により、次のとおり会議記録を公表します。
	会 議 名
	第2回高松市文化芸術振興審議会

	開催日時
	平成26年3月26日(水)　18時～20時

	開催場所
	高松市役所　11階　114会議室

	議    題
	(1)文化芸術振興計画（案）について
(2)その他

	公開の区分
	　　■　公開　　□　一部公開　　□　非公開

	上記理由
	

	出席委員
	青山委員、甘利委員、池田委員、鹿庭委員、鎌田委員、

北岡委員、木ノ下委員、多田委員、佃委員、橋本委員、

林委員、若井委員　計12人(3人欠席)

	傍 聴 者
	     0  人　　（傍聴席5人程度を確保）

	担当課および連絡先
	高松市文化芸術振興課　839－2636


	審議経過および審議結果

	会議を開会し、次の議題について協議し、下記の結果となった。

(1) 文化芸術振興計画（案）について

分科会形式のグループディスカッションにより、高松市文化芸術振興条例の10つの基本的施策に従い分類した「高松市文化芸術活動事業調べ」を資料に、現況事業から見えてくる高松市の文化芸術における施策の問題点等を、事務局交えて議論。

・ファシリテーター＝橋本会長、木ノ下委員、鹿庭委員

●橋本委員グループ（青山委員、鎌田委員、林委員、[事務局]次田）
●木ノ下委員グループ（甘利委員、多田委員、若井委員、[事務局]岩田）
●鹿庭委員グループ（池田委員、北岡委員、佃委員、[事務局]毛利）
3つのグループから提案及び指摘されたことは下記のとおり。

[基本的施策1．人材の育成]
【重要視点】つなぐ人づくり／コミュニティを文化的拠点に
＊コーディネーター

・各分野全体(音楽・美術・演劇等々)に長けた、広い意味でのコーディネーター(つなぎ手)を雇用すべき。コーディネーター(つなぎ手)が人材と場を繋ぐ役どころ。
・地域にも精通した美術館長の常勤を望む。

・知識だけではなく、魅力を楽しく伝えられる人づくりをする。顔が見える人(関係性)が大切。
・高松の人材を上手に活用が出来ていない。
＊人材育成のプログラム化

《専門的》＝プレイヤー等を育てる

・専門家の人材育成をする。

・一流の講師らによる本物のワークショップ等から本物が生まれる。(例：高松国際ピアノコンクール) 

・高松国際ピアノコンクールは、４年の「間」につなぎ・もりあげる仕掛けが必要。

・芸術士に音楽の専門家を取り入れる。
・育成事業の参加者の、その後の活動を把握し、活用する。
・人材は人を集める力となる。
《一般的》
・音響学校、音楽学校、サマーアートキャンプなど個性的な学校に専門家を招き、開講。

・既存施設から飛び出し、島や山で「アート」や「伝統文化」を取り上げたメニューを開設。

・漆の実演など見るだけでなく、体験できるものにする。

＊コミュニティーセンター

・コミュニティーの中心を「文化」に置く仕掛け。
・コミュニティセンターが文化的拠点として機能すべきだが、地域によって温度差があるのも事実。

[基本的施策2．次代を担う子どもの育成]
【重要視点】子どもの未来を高松はどうするのか、市の大きな柱に！／未来のお客さんをつく
ること。／音楽と言えばクラシックというような偏りではなく、多様な本物を経験させること。

＊教育委員会との連携

・学校教育時（小・中学生）に、発達段階に応じて必ず行く施設を設定制度化。
→ex)こども未来館(H28年度開館予定)、高松市美術館(H28年度リニューアルオープン)、サンクリスタル高松[中央図書館・歴史資料館・菊池寛記念館]、サンポートホール高松、屋嶋城跡、イサム・ノグチ庭園美術館など

・デリバリーアーツに参加して、質の高い本物を体験してもらう。

・必須事業も大切だが、枠にはめない自由・多様性が大切であり、創造性を高める。

＊子どもコンシェルジュ

・子どもたちが自分のまちの良さを伝えられるようにする。

・文化芸術を楽しむ子どもを育てる。彼らを育てる人材が必要。その人材のレベルは「プロ」「アマ」と様々な段階で関与する。各レベルをまとめる人材も必須である。

・金沢21世紀美術館の「もう１回券」のような、子どもが大人に施設等の良さをPRする仕組みを導入。

＊漆体験

・子どもたちに漆体験。親子参加なども考慮する。
・小中学校給食時に使用する器(たとえば、汁椀など)に、香川漆器を取り入れる。

＊就学前の子どもたち

・就学前の子どもたちに本物を体験させることは大事。
・芸術士などに見られるあそびの保育は、現場の管理側との葛藤を生む場合もあるが、受入側・派遣側双方の課題を再考。
[基本的施策3．環境の整備]
【重要視点】ひろばづくりと、それらをつなぐツール

＊モダンアートロード

・高松駅から栗林公園に人を動かす仕組み、例えば「モダンアート・ロード」を構想する。

・ひろばの必要性から、金沢２１世紀美術館を参考に高松市美術館の無料ゾーンの活用。

・ナイトミュージアムをする。

・図書館の場所が利便性の高い中心市街地「瓦町天満屋跡」にあってもいい。

・レンタサイクルのアートプロジェクト化をする。男木島のオンバを参考にする。

[基本的施策4．協働および連携]
【重要視点】アウトリーチにいこう！／１対１だけじゃない、複数で行う協働や連携もある！

＊ハイブリッドの協働・連携

・美術館とホールの連携事業があってもいい。定期的に実施するプログラムが必要。

・連携を図るためには、全体を把握できる人材を置き、権限を与えることも必要。

・各分野をつなぐ人材は行政でもよい。全体を見ることが出来る人には外部から人材を招く。
・地域力（人材）を活用。

＊アウトリーチ

・ホールは館内事業だけではなく、アウトリーチしていくべき。ホールと街中の連携が必要。

・建物の中だけでなく、外で行う企画なども積極的に行う。

＊コミュニティセンターの役割
・講座内容などが市民のニーズにあっているか検証も必要。

・文化芸術関連施設が市内中心に集まっているが、広域化、分散化も必要であり、その役目を担
うのが、各コミュニティセンターである。
[基本的施策5．情報の収集および発信]
【重要視点】特色あるホームページづくり

・市のホームページは面白みがない。自由度を持たせて、それぞれの課の特色を生かす。見やす
さ、調べやすさも必須。

・総合的な文化芸術に関するサイトを作る。

・ふらっと高松に来ても楽しめるように、明日のイベントが分かるサイトづくり。
・情報の収集および発信の仕方がニーズと合っていないように思う。

・イベント等の結果報告だけでなく開催予定をもっと発信すべき。

・各施設ともに、既存の発信方法を見直しのこと。
[基本的施策6．交流の促進]
【重要視点】バラエティーに富む交流とは

・商店街を音楽や芸術で満たし、交流を生み出す。

・美術系大学の設置できれば、学生を含めた美術関係者の交流につながる。

・「交流の促進」に関する事業が少なすぎる。もっとバラエティに富んだ交流があってもいい。
・友の会同士の交流をつくる。また会員増員の努力も必要。

[基本的施策7．地域特有の文化の継承と創造]
【重要視点】フィールドのブランドづくりと、そこからの出発展開

＊フィールド(場やエリア)の活用

・玉藻公園、屋島、栗林公園、国分寺跡等のフィールドは、永遠のモノとして、そのポテンンャルは
高く、積極的に活用のこと。

・サンポートエリアでは、例えば豪華客船「飛鳥Ⅱ」が寄港時にイベントを抱き合わせる。

・屋島は、「屋嶋城跡」という文化財だけでなく、その豊富な自然が魅力。今こそ自然に回帰するような仕掛けが必要。

・国分寺跡はじめ各サイトともインフォメーションが足りない。土地が持っているポテンシャルを開拓すべき。

・披雲閣も主催・貸館を問わず、年間スケジュールでアピール強化する。

・むれ源平石あかりロードが継続されていることを大切にする。

・課を超えて、同じようなイベントをひとつの「フィールド」として捉え連携する。

＊コラボ・パッケージ

・通常とは違うシチュエーションで、産業的なこと(庵治石、盆栽、漆等)や音や映像等とコラボして、
多角的に展開していく。

・新しいモノを加えたコラボをパッケージとして、ほかのフィールドや他市町にも持っていく。

・「祭り」なども、課を越えて、そのノウハウを共有し、新しい切り口で展開していく。

＊楽市楽座的こと

・イベントは１日限りで終わってしまうもの。それではなく、継続性のあるものとして開催が必要。たとえば「楽市楽座」的なことを。毎週行けば、何らか開店している。だから週末はそこへ、という発想。

・「桜の馬場」を朝市的なことを定期的に行い、四国四県朝市めぐりを企画。

＊食の彩り

・2013年、「和食」がユネスコ無形文化遺産に登録されたこともあり、高松でも「食の文化」をプロジェクト化(四季折々の文化、季節ものの食材、食器など)していく。
・言葉や方言が違うように、食文化も違う。香川(あるいは高松)でしか食べられないものをフィーチャーする。
＊伝統文化に従事する人への投資

・イベント継続に意義があり、イベントそのものにお金をかけるのもいいが、地域特有の文化の継承と
創造と言うなら、人に対してお金をかける継続的なしくみが必要。

・人材育成、自立支援などの仕組みを持つ富山のガラス工房を参考にする。

・市はどこまで人に対して補助をすべきか検討する。

・売上とか入場者数ではない、継続的な指標（基準）が必要。
・需要（作りたい）と供給（買いたい）のバランスを大事する。
・仲間や同分野の専門家などにより評価や検証を行う「ピアレビュー」や、セルフチェックができるよう

な仕組みづくり。

＊和や伝統への関心

・楽しみ方を教えていくことも大事なので、盆栽、漆器などの楽しみ方を広報とかで周知。

・若い人たちはまた、「和」や「伝統」に惹かれてもいる。

[基本的施策8．多様な文化芸術等の尊重および享受]
【重要視点】　プラットフォームから発信

・既成事業ではなく、違うことをする。
・様々な人々が関われるプラットフォームをつくる。

・多様な文化を受け入れる。
・質は大切。質の高い文化には、お金をかけるべき。

・ここで挙がっている事業は、多様性という意味から言うと、多様性がないように感じられる。

[基本的施策9．文化芸術を生かしたまちづくりの推進]
【重要視点】既成施設をほどいて、街に出よう／披雲閣など文化の拠点を知らしめよ

＊披雲閣

・大きなプロジェクトは、しばらくの間、披雲閣をベースに開催し、披雲閣を内外に知らしめる。

・「瀬戸内生活工芸祭」は地元の工芸作家を育っていく場になるようにする。

・盆栽は、欧米人アジア人問わず外国人に喜ばれるもの。自信を持って売っていく。

＊屋島

・「屋島山上コンサート」等ではビッグなゲストを招き、一度ストーリーを作り、拡散させる。

・モノはいいものの、人々は知らない。どうメディアに打つのか、そこが課題である。

＊街のロイヤリティーづくり

・「まちなかコンサート事業」などは、既存の施設をほどいて、街に出るというイメージを持ったもの。

・地方都市高松にフェスティバルを根付かせ、街と人を結び、人を育てる、人が双方に楽しむ街づくりをする。

・アートにより、街のロイヤリティーを高め、多層的な性格を持たせる。

・音楽は場を豊かにするツール。ヨーロッパ人がヴァカンスの夏、クラシックやジャズなど多様な音楽を楽しむように姿をモデルにする。

＊商店街の個性ある棲み分け

・商店街に、多様な文化の上手な棲み分けがあっていい。

・南部エリアは、若者向けという対象。「キャラ☆フェス」もレベルが高くなると、多様な文化としてカテ

ゴライズされる。
＊食の彩り

・「食と文化のフェスタ」はミッションを明確化させることにより色合いが生まれ、脱マンネリ化できる。
＊文化のハイブリッド

・新しく高松市に合併した町の文化を複合的に融合させる。例えば、東谷農村歌舞伎＋国分寺太鼓など。

・アイディアを市民レベルからのプレゼンを受ける仕組みを作り、採択されたアイディアには多少なりとも(たとえば資金的な)応援をする。

[基本的施策10．顕彰および奨励]
【重要視点】 誉れの賞であれ

・「文化奨励賞」は県のように二段階選出もよし。

・若い人たちに、発表のステージを与えるなど、贈呈式の後のオプションを与えて、文化を支える人になってもらう仕組みづくり。

○基本的施策全体について

・類似の事業が多く、課同士・施設同士の連携が必要。そのためには、システムや人材の連携が大切。事業の整理も必要。整理には外部の目も必要。

・看板事業（核となる事業）が必要。

・県・市の事業も集約すべき。類似事業が多い。

・１０の分類に分けるのは非常に難しい。複数の分類にまたがるように整理した方がしっくりくる。



	(2) その他について

（事務局）

次回会議について、４月２５日（金）午後３時の開催予定とすることを、委員全員が了とした。
その他、委員から特に意見はなく、以上をもって、本日の会議を終了することとした。

以　上


